
五
行
の
出
典
は
耆
経
の
洪
範
で
あ
る
。
民
生
必
要
の
五
つ
の
材
質
を

示
す
。
中
国
古
代
医
学
は
こ
れ
を
使
っ
て
そ
の
内
容
を
整
理
す
る
枠
組

み
と
し
て
活
用
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
状
況
を
検
討
す
る
。

五
行
の
医
学
的
定
義

素
問
、
蔵
気
法
時
論
二
二
に
云
う
。
「
五
行
と
は
金
木
水
火
土
。
更
々

貴
、
更
々
賤
、
以
て
死
生
を
知
り
、
以
て
成
敗
を
決
す
。
而
し
て
五
蔵

の
気
の
間
甚
の
時
、
死
生
の
期
を
定
む
る
な
り
」
と
。

更
々
貴
、
更
々
賤
と
は
五
行
の
各
要
素
の
間
に
相
生
相
克
関
係
の
あ

る
こ
と
を
謂
う
。
死
生
を
知
り
、
成
敗
を
決
す
と
は
、
病
気
の
予
後
を

一
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
以
前
の
血
液
循
環
理
論
に
つ
い
て
藤
倉
一
郎
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判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
問
甚
の
時
、
死
生
の
期
を
定
む
と
は
、
病
気

の
経
過
、
転
帰
を
判
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

相
生
相
克
に
依
っ
て
臓
器
組
織
の
機
能
間
に
促
通
と
抑
制
と
い
う
相

互
関
係
が
成
立
す
る
。
同
時
に
此
れ
は
疾
病
の
経
過
を
決
め
る
原
理
と

な
る
。
こ
れ
が
古
代
医
学
の
形
態
学
、
生
理
学
を
特
徴
づ
け
る
。

五
行
の
機
能

第
一
に
五
行
は
分
類
の
枠
組
み
と
な
る
。
天
地
間
の
万
物
は
其
々
の

部
門
に
於
い
て
五
つ
に
分
類
さ
れ
て
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
こ
こ

に
成
立
す
る
表
を
五
行
配
当
表
と
呼
ぶ
。
そ
の
一
部
を
掲
げ
る
。

木
束
春
蒼
酸
肝
胆
呼
怒

火
南
夏
赤
苦
心
小
腸
笑
喜

土
中
土
用
黄
甘
脾
胃
歌
思

金
西
秋
白
辛
肺
大
腸
突
憂

水
北
冬
玄
鹸
腎
膀
胱
岬
恐

陰
陽
を
時
間
的
空
間
的
に
展
開
す
る
と
五
行
に
な
る
。
春
、
東
方
に

陽
気
が
芽
生
え
、
夏
、
南
方
に
大
盛
と
な
り
、
秋
、
西
方
に
減
衰
し
、

冬
、
北
方
に
収
敵
す
る
。
陰
は
こ
の
逆
の
盛
衰
を
示
す
。
青
春
の
樹
木

は
春
、
太
陽
の
火
熱
は
夏
、
白
金
の
冷
気
は
秋
、
玄
暗
の
北
海
は
冬
、

中
原
の
黄
土
は
土
用
の
象
徴
で
あ
る
。
五
行
は
こ
の
木
火
土
金
水
と
の

類
比
に
よ
っ
て
万
物
を
分
類
す
る
枠
組
み
と
な
る
。
色
や
味
は
季
節
や

風
土
の
景
観
や
食
物
と
関
連
す
る
。
人
の
行
動
や
情
意
も
明
よ
り
暗
へ

と
配
列
さ
れ
て
い
る
。

動
植
物
の
成
長
化
収
蔵
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
も
此
の
五
行
的
リ
ズ
ム

に
同
調
し
て
い
る
。
従
っ
て
人
の
形
態
も
生
理
も
こ
の
原
理
に
依
っ
て
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論
理
的
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
結
果
は
五
蔵
系
統
と
し
て

成
立
し
た
。

第
二
に
五
行
は
相
生
相
克
関
係
に
基
づ
い
て
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
を

作
る
。
こ
れ
に
よ
り
五
蔵
系
統
を
構
成
す
る
蔵
府
相
互
間
に
動
的
関
連

が
成
立
し
、
こ
こ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
内
臓
す
る
機
能
関

連
が
成
立
し
た
。
臓
器
組
織
は
ば
ら
ば
ら
の
雑
然
と
し
た
存
在
か
ら
整

然
と
組
織
化
さ
れ
た
器
官
系
統
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。

五
行
配
当
ｌ
形
態
と
機
能
Ｉ
（
表
は
省
略
）

こ
の
配
当
表
に
於
け
る
臓
器
組
織
の
相
互
関
係
は
意
外
に
良
く
出
来

て
い
る
。
目
と
肝
は
ビ
タ
ミ
ン
代
謝
の
上
で
相
関
す
る
。
舌
と
心
経
は

頸
動
脈
で
連
携
し
て
お
り
、
舌
炎
、
口
内
炎
の
診
断
、
治
療
に
利
用
さ

れ
る
。
大
腸
と
肺
は
薬
理
的
に
関
連
が
あ
り
、
脱
肛
や
直
腸
炎
が
麻
杏

甘
石
湯
と
云
う
喘
息
の
薬
で
軽
快
す
る
。
骨
と
腎
と
の
関
係
の
如
き
は

二
千
年
の
昔
に
な
ぜ
分
か
っ
た
の
か
不
思
議
な
位
で
あ
る
。

病
因
論

病
気
は
風
雨
寒
暑
（
天
）
、
飲
食
居
処
（
地
）
、
陰
陽
喜
怒
（
人
）
と
い
う
三

才
の
変
動
に
依
っ
て
発
生
す
る
。
こ
の
変
動
を
五
行
的
に
展
開
す
る
と
、

古
代
医
学
に
於
け
る
主
な
病
因
因
子
が
発
現
す
る
。
即
ち
、
風
寒
暑
湿

燥
、
酸
苦
甘
辛
甑
（
五
味
）
、
怒
喜
思
憂
恐
（
五
志
）
で
あ
る
。
居
処
即
ち
生

活
様
式
は
四
方
の
土
地
の
風
土
病
の
原
因
と
な
る
。

現
代
医
学
で
は
疾
病
に
関
す
る
諸
事
項
は
病
名
の
下
に
記
載
さ
れ

る
。
こ
の
点
は
中
国
古
代
医
学
で
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
も
う
一
つ

の
記
載
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
病
因
、
病
名
と
は
関
係
の
無
い
、
臓
器
組

疾
病
記
載
論

織
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
特
徴
的
で
特
異
的
な
症
候
パ
タ
ン
で
あ
る
。
臓

器
組
織
は
上
記
の
五
蔵
シ
ス
テ
ム
と
し
て
系
統
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、

症
候
記
載
は
こ
の
五
蔵
シ
ス
テ
ム
の
上
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

傷
寒
は
六
経
脈
の
症
状
か
ら
成
る
。
瘡
に
は
六
経
の
瘡
と
五
蔵
の
瘡

が
あ
る
・
傷
寒
で
も
瘤
で
も
同
じ
太
陽
膀
胱
経
が
傷
害
さ
れ
て
い
れ
ば
、

同
じ
よ
う
な
症
状
が
出
る
。
故
に
治
療
は
病
因
特
異
的
で
は
な
く
、
こ

の
症
候
特
異
的
に
行
な
わ
れ
る
。
太
陽
経
が
傷
害
さ
れ
れ
ば
、
病
名
に

拘
ら
ず
同
じ
処
方
が
使
わ
れ
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
を
漢
方
の
証
的
治
療

と
云
う
。

予
後
転
帰

病
気
の
経
過
は
五
蔵
の
相
生
相
克
関
係
に
沿
っ
て
展
開
す
る
。
肝
の

病
は
夏
に
癒
え
、
秋
に
悪
化
し
、
冬
に
持
ち
直
し
、
春
に
立
ち
上
る
。

形
式
的
で
は
あ
る
が
、
全
く
の
で
た
ら
め
と
も
云
え
な
い
。

ま
と
め

五
行
は
こ
の
他
、
診
断
治
療
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
主
た

る
活
用
面
は
、
臓
器
器
官
の
系
統
化
、
病
因
論
、
予
後
転
帰
論
の
場
面

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
医
学
は
立
体
化
さ
れ
、
動
態
化
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

（
平
成
八
年
一
月
例
会
）

(151)433


